
近
年
、
バ
ス
路
線
な
ど
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
る
な
ど
、
学
生
や
高
齢

者
の
移
動
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

を
運
行
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
「
暮
ら
し
の
足
」
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

地
域
発
！
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

あ
な
た
の
「
暮
ら
し
の
足
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

住
民
の
移
動
手
段
を
確
保

す
る
た
め
に
、
自
治
体
な
ど

が
運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
や
デ※

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
こ
と
で
す
。

こ
と
し
の
11
月
1
日
現
在
、

市
内
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
が
6
路
線
、
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
が
4
路
線
の
合
計
10

路
線
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

※
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

決
め
ら
れ
た
範
囲
と
時
間

の
中
で
、
予
約
の
あ
っ
た
便
だ
け
運
行
す
る
会
員
制
の
乗
合

タ
ク
シ
ー
。

激
減
す
る
公
共
交
通
の
利
用
者
数
と
路
線

富
士
市
で
は
、
か
つ
て
市
内
全
域
で
路
線
バ
ス
が
走
っ
て
い

ま
し
た
が
、
近
年
利
用
者
が
激
減
し
ま
し
た
（
3
ペ
ー
ジ
グ
ラ

フ
上
参
照
）。
原
因
と
し
て
は
、
自
家
用
車
の
急
速
な
普
及
な
ど

に
よ
り
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
自
動
車
で
移
動
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
（
3
ペ
ー
ジ
グ
ラ
フ
下
参
照
）。

そ
れ
に
伴
い
、
路
線
・
便
数
が
縮
小
さ
れ
、
さ
ら
に
利
用
者

が
減
る
と
い
っ
た
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
と
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
導
入
の
背
景
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近
年
、市
内
の
バ
ス
路
線
な
ど
公
共
交
通
が
激
減
す
る
中
、高
校
生
や
高
齢
者
の
移
動
が
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。そ
こ
で
市
は
、「
暮
ら
し
の
足
」で
あ
る
公
共
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
」を

は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
暮
ら
し
の
足
」で
あ
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
」あ
り
方
に
つ
い
て
、皆
さ
ん
と
考
え
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　

近
年
、
バ
ス
路
線
な
ど
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
る
な
ど
、
学
生
や
高
齢

者
の
移
動
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
「
暮
ら
し
の
足
」
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

0.0

0.0

0

5,000

1 万

1万 5,000

2 万

2万 5,000

3 万

0

25

50

75

100

125

150

16,364人

135本
129本

61本
51本

9,196人

6,724人
4,433人

運
行
系
統
数
（
本
）

1
日
当
た
り
の
利
用
者
数
（
人
）

平
成
7
年

平
成
12
年

平
成
17
年

平
成
22
年

路線バスの1日当たりの利用者数
と運行系統数の推移

　 市内の路線バスは、平成 7 年に比べ 1 
 日当たりの利用者数は 3 割以下、運行系
 統数は 4 割以下になり激減しています。

（出典：富士市統計書）

代表的な移動手段（平成17年）

　最も利用頻度の高い移動手段は自動車
で、鉄道やバスなどの公共交通の割合は
きわめて低くなっています。

（出典：岳南都市圏、静岡中部圏、全国の各
　パーソントリップ調査）
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地域 発

未来 行き？？

郊
外
部
で
は
路
線
バ
ス
の
運
営
が
成
り
立
た
な
い

市
は
、
採
算
の
と
れ
な
い
民
間
の
路
線
バ
ス
な
ど
の
交
通
事

業
者
に
対
し
て
、
補
助
金
（
昨
年
度
は
年
間
約
8
0
0
0
万
円
）

を
投
入
す
る
こ
と
で
、
な
ん
と
か
路
線
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
郊
外
部
の
路
線
は
、
特
に
利
用
者
が
少
な
く
運
営

が
成
り
立
た
な
い
こ
と
か
ら
、
維
持
・
存
続
が
困
難
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
規
制
緩
和
に
よ
り
バ
ス
会
社
が
赤
字
路
線
の
責
任

を
負
う
必
要
が
な
く
な
り
、「
暮
ら
し
の
足
」
を
確
保
す
る
こ
と

は
市
の
責
任
に
な
り
ま
し
た
。

学
生
や
高
齢
者
な
ど
の
「
暮
ら
し
の
足
」
を
確
保
す
る

た
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
を
導
入

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
は
「
移
動
」
が
伴
い
ま
す
。
自
動
車

の
運
転
が
で
き
な
い
学
生
や
高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
と
呼
ば
れ

る
人
の
「
移
動
手
段
」
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
電
車
・
バ
ス

な
ど
の
公
共
交
通
が
不
可
欠
で
す
。

そ
こ
で
、
市
は
、
主
に
ワ
ゴ
ン
車
な
ど
を
使
っ
た
低
コ
ス
ト

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
交
通
の
自
主
運
行
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

公
共
交
通
が
必
要
と
判
断
し
た
地
区
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
意

見
を
聞
い
た
り
、
実
証
運
行
を
行
っ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
何
度
も
話
し
合
い
を
行
い
、

地
区
の
皆
さ
ん
が
必
要
と
す
る
バ
ス
停
の
位
置
や
経
路
、
時
間

を
決
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
区
の
皆
さ
ん
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
名
称
は
そ
の
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら

公
募
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
市
と
地
区
と
運
行
事
業
者
の
協
働
で
運
行
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
を
導
入
し
て
、
本
格
運
行
を
始
め
ま
し
た
。
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私
た
ち
は
富
士
宮
市
か
ら
、

路
線
バ
ス
と
電
車
を
使
っ
て
通

学
し
て
い
ま
す
が
、
岳
南
鉄
道

比
奈
駅
か
ら
学
校
ま
で
は
、
長

い
距
離
を
歩
い
て
い
ま
す
。

悪
天
候
や
帰
宅
が
遅
い
と
き

で
も
安
心
し
て
通
学
で
き
る
よ

う
、
学
校
の
近
く
ま
で
公
共
交

通
を
整
備
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ふ
だ
ん
は
路
線
バ
ス
な
ど
を
利
用

し
て
、
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
J
R

富
士
駅
か
ら
電
車
で
市
外
に
出
か
け

た
り
し
て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
が
な
く
な

る
と
、
私
は
自
動
車
の

運
転
が
で
き
な
い
の
で
、

大
変
困
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

バ
ス
は
必
要
　
ー
バ
ス
利
用
者
の
声
ー

学
校
の
近
く
ま
で
行
け
る
公
共
交
通
を

路
線
バ
ス
は
大
切
な
交
通
手
段

さささささささささささささささささ ききききききききききききききききき ゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆ かかかかかかかかかかかかかかかかか りりりりりりりりりりりりりりりりり

公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）
公共交通が生活に欠かせない
石川　たつ子さん（岩本）

地域発！コミュニティ交通

地域発！コミュニティ交通


